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「汗漫遊記」とは？

















『南風雑誌』については，Đỗ Quang Hưng（Chủ biên） : Lịch sử báo chí Việt Nam 1865-1945,	Nhà xuất bản đại 











①冒頭部分～第 1章（第22期，1919年 4 月）
冒頭で1908年に家を離れてから1914年にサイゴンに戻るまでの 6年にわたる放浪期間を振り返
る。第 1章は国内留学のいきさつとタイ行きまで。
②第 2章（第23期，1919年 5 月）
バンコク到着とタイの国情について。




④第 4章（第25期，1919年 7 月）
日本の歴史，とくに明治維新と立憲政体の成立について。
⑤第 4章（第26期，1919年 8 月）
日本人の学問や政治・法律・教育について。
⑥第 5章～第 7章（第27期，1919年 9 月）
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綴られている。⑨では「陳某」と記される陳其美との上海での交流や⑩に描かれる広西陸軍幹部
学堂への入学試験の様子，また著者が流浪の人生に終止符を打ち帰国したきっかけは，銃弾飛び
交う第二革命下の重慶に身を置いたからであった（⑭）。 6年間のうちの実に 5年を中国で過ごし
たわけで，細部の描写，現場の情景，当事者の心情などを異邦人の眼でリアルに伝えている部分
は特筆すべきであろう。
3つには，とくに日本との関わりにおいて，20世紀初頭の東アジアの人々の流れに対する再認
識を促す点である。「東遊運動」やあるいは「思想連鎖」という切り口からは，どうしても日本と
の関連，日本からの影響を大きく見がちで，そこを補正する材料の 1つになるのではないか。阮
伯卓が放浪生活の大半を中国で過ごしたことはすでに指摘したが，象徴的なのは，⑨で陸軍幹部
学堂への道を切り開いてくれた「劉軍官」に対し，「元君」（阮泰抜）が日本滞在時に恩を受けた
「某医学博士」（浅羽佐喜太郎）に対するのと同等の感謝の思いを抱くシーンであろう。また，阮
伯卓の日本滞在期間は 1か月あまりに過ぎなかったにもかかわらず，明治期日本に対する同時代
批評に相当の分量を費やしており（④・⑤・⑥），大半は賞賛というべきものだったが，そこでは
多くの場合，ベトナム・中国との比較の視点，あるいは中国人からの批評という要素がまとわり
ついている。ベトナム・中国・日本，さらには⑧の上海で遭遇した友人李一軒を通して語られる
ベトナムの映し鏡としての朝鮮も含めて，近代東アジアの大きな枠組みのなかで環流する人々を
みる視座を「汗漫遊記」は改めて提供してくれるのではないだろうか。
